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河川事業関係
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矢部川・沖端川河川激甚災害対策特別緊急事業
や べ が わ おきのはたがわ やながわし ちくごし やめし

■矢部川・沖端川河川激甚災害対策特別緊急事業（柳川市・みやま市・筑後市・八女市）

○矢部川水系矢部川及び沖端川では、平成２４年７月１４日の梅雨前線豪雨により観測史上最高の水位を記録する洪水
が発生。矢部川及び沖端川の堤防が３箇所決壊し、1,808戸の家屋が浸水する甚大な被害が発生。

○平成２４年７月１４日の洪水による災害に対し、平成２４年度より河川激甚災害対策特別緊急事業により、堤防質的
強化等を集中的に実施し、浸水被害の軽減を図る。

①矢部川 堤防の決壊状況（右岸7.3k付近）
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沖端川事業区間（福岡県） L=8.8km

①

②

みやま市

ちくいごし

筑後市

やながわし

柳川市

やめし

八女市

おきのはたがわ

←沖端川

■漏水対策など、堤防の質的強化により堤防の安全性 を向
上させ、堤防決壊等のリスクを軽減（矢部川）

■河道掘削、築堤等及び横断工作物の改築により、流下能
力を確保し、家屋の浸水被害を軽減（沖端川）

一枚法化

堤脚水路
ドレーン工

一枚法化

ドレーン工

堤脚水路

▽HWL

河道掘削

築堤

▽HWL

：浸水範囲
：堤防決壊
：漏水箇所

凡例

②沖端川 堤防の決壊状況（左岸12.2k付近）

平成26年度 事業内容
（直 轄）堤防質的強化等
（福岡県）河道掘削、堰改築、橋梁改築等

河川－１

筑後川直轄河川改修事業

■久留米市街部改修（久留米市）

○久留米市街部には、堤防の高さ及び断面が不足する区間があり、堤防決壊によって氾濫が発生した場合、地域社会に
与える影響は甚大。

○当面の整備目標である昭和５７年７月規模の洪水に対して堤防の高さ及び断面が不足する区間の築堤を行い、一連区
間の治水安全度の向上を図る。

おおと

大杜地区
きたの

北野地区

せのした

瀬下地区

あいかわ

合川地区

きづか

木塚地区

たかの

高野地区

凡例

H25迄

H26以降

久留米駅

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

ちくご

←筑後川

平成24年7月出水時の筑後川（宮の陣橋を望む）

平成26年度
事業内容：築堤、用地取得 等

平成26年度
事業内容：用地取得 等

平成26年度
事業内容：築堤、用地取得 等

平成26年度
事業内容：築堤、樋管 等

河川－２

標準断面図（瀬下地区）

く る め
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六角川直轄河川改修事業

多久市

大町町 江北町

長
崎
自
動
車
道

白石町

JR佐世保線

JR六角川橋六角川→
武雄市

10k

20k

10k

20k

小城市

計画高水位を越えた状態

牛津川

妙見橋

牛津川→

たくし

多久市

おおまちちょう

大町町

こうほくまち

江北町

JR佐世保線

おぎし

小城市

① 平成21年7月洪水時の被害状況 ② 平成21年7月洪水時の牛津川

牛
津
川

J
R
長
崎
本
線

30k30k

部分引堤による

法線是正・河積拡大

旧堤防新堤防

引堤による
河積拡大

堰改築 牟田辺遊水地改良
（平成24年度完了）

築堤（引堤）

河川整備区間

しろいしちょう

白石町

平成２６年度
事業内容：築堤（引堤）、堰改築（旧堰撤去） 等

ろっかく

六角川→

う
し
づ

牛
津
川→

うしづ た く し お ぎ し

■支川牛津川改修（多久市、小城市）

○六角川水系牛津川では、平成２１年７月中国・九州北部豪雨において、計画高水位を大幅に超える出水が発生し、水
防団による土のう積み等の活動がおこなわれるなど、堤防が決壊する寸前の状況となった。

○平成２１年７月洪水に対し浸水被害を軽減させるため、平成２２年より河川整備（遊水地改良、堰改築、引堤等）に
着手。平成２６年度に一連区間の整備が完成する予定。

①

② 床上浸水 ３戸

床上浸水 19戸

■H21.7出水の内水被害状況

改修イメージ図

▽HWL
▽H21出水（改修前）

H21出水（改修後）

河川－３

筑後川直轄河川改修事業

ちくごがわ おおかわし さがし

■筑後川水系高潮対策（緊急対策特定区間整備）（福岡県大川市、佐賀県佐賀市）

○筑後川下流の高潮区間には佐賀市等の主要都市が位置し、かつ低平地であることから氾濫時における浸水は広範囲に
およぶことから過去より幾度となく高潮被害を受けている。

○当面の目標である昭和６０年８月の台風１３号規模の高潮に対して堤防の高さが不足する区間の築堤を行い、一連区
間の治水安全度の向上を図る。

昭和６０年高潮被害

昭和６０年台風１３号による高潮被害の状況

昭和６０年台風１３号による高潮被害の状況

佐賀県 福岡県

おおたくま

大詫間地区

いぬいどう

犬井道地区

はやつえ

早津江地区

おおのしま

大野島地区

だいかく

大角地区

しんでん こぼ

新田（小保）地区

もろどみ

諸富地区

筑後川高潮区間
左右岸11k000

ち
く
ご

筑
後
川→

は
や
つ
え

早
津
江
川→

平成26年度
しんでん こぼ

○新田（小保）地区
事業内容：築堤、樋管 等

はやつえ

○早津江地区
事業内容：築堤 等

おおたくま

○大詫間地区
事業内容：築堤、用地取得

いぬいどう

○犬井道地区
事業内容：用地取得

河川－４

昭和６０年高潮被害 昭和６０年高潮被害

昭和６０年台風１３号による高潮被害の状況
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本明川ダム建設事業

■事業概要
○場 所 長崎県諫早市（本明川水系本明川）

○目 的 ・洪水調節（本明川の洪水被害軽減）
・流水の正常な機能の維持

○諸 元 堤高；約55.5ｍ 総貯水容量；約6,200千m3

○経 緯 平成2年度 実施計画調査着手
平成6年度 建設事業着手

○事業効果 ダムによる洪水調節を行い、本明川ダム下流域
の治水安全度の向上を図る。また、下流河川の環
境を維持するための水量を確保し渇水被害の軽
減を図る。

◆洪水被害と渇水被害の軽減を図るダム

平成２年７月
洪水

本明川

長 崎 県

本明川ダム

佐 賀 県

位置図

完成イメージ写真

■平成２６年度
本体関連の調査・測量・設計 等

基礎地盤 EL.約96.0m

最低水位 EL.約117.0m

平常時最高貯水位 EL.約133.5m

洪水時最高水位 EL.約148.0m

堆砂容量 400,000m3

利水容量 2,000,000m3

洪水調節容量 3,800,000m3

流水の正常な機能の維持 2,000,000m3

有効貯水容量
5,800,000m3

総貯水容量
6,200,000m3

諸元

いさはやし

河川－５

雲仙・普賢岳直轄火山砂防事業
うんぜん ふげんだけ

火砕流発生状況（平成５年）

土石流による被害状況（平成５年）

■雲仙・普賢岳直轄火山砂防事業（島原市・南島原市）
○平成２年１１月に１９８年ぶりに噴火活動を再開し、噴火に伴う火砕流や土石流の被害により流域が荒廃し、被害が発生。
○現在も山腹には大量の土砂が不安定な状態で堆積しており、近年ほぼ毎年のように土石流が発生。

○水無川において上流域からの土石流の流出抑制を図り、下流域の人家等の保全対象への被害を防ぐことを目的として床固工等の
整備を促進。

○また、山頂付近には「溶岩ドーム」と呼ばれる巨大な岩塊群が存在し、その変位が継続しており崩壊の危険性があるため、崩壊の
影響により想定される土石流対策として砂防堰堤改築を追加実施。

平成２６年度の事業内容
実施内容：床固工

砂防堰堤改築 等

南島原市

あかまつたにかわ
みずなしかわ

水無川

おしが谷
水無川

赤松谷川

みずなしかわ

島原市

国道２５１号
しまばらし

みなみしまばらし

国道５７号

溶岩ドーム
北側から撮影

北

約１ｍ移動（１４年間）

しまばら みなみしまばら

河川－６
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緑川総合水系環境整備事業（御船地区）
み ふね

■御船地区水辺整備事業

○緑川の御船地区は上益城郡御船町に位置し、散策やイベント等に利用されているが、河川利用上の安全性が低い

ことが課題となっていた。

○地元自治体が「かわまちづくり支援制度」に申請し、登録されたことなどを踏まえ、国土交通省において平成２４

年度より河川利用上の安全性を高めるための管理用通路、護岸、床固工等の整備を実施しており、平成２６年度に

完成予定。

管理用通路

管理用通路（坂路）

護岸（階段工） 床固工（分散型落差工）

【御船お祭り広場】

【若宮ふれあい広場】

【滝川みんなの広場】

メロディー橋

滝川橋

妙見橋

平成26年度の事業内容
実施内容：管理用通路、護岸、床固工 等

かみましき

整備イメージ図

河川－７

白川・黒川河川激甚災害対策特別緊急事業
しらかわ くろかわ くまもとし あそし

■白川・黒川河川激甚災害対策特別緊急事業（熊本市、阿蘇市）

○白川水系白川及び黒川では、平成２４年７月１２日の梅雨前線豪雨により観測史上最高の水位を記録する洪水が発生
し、白川及び黒川において、堤防からの越水等により、2,983戸の家屋が浸水する甚大な被害が発生。

○平成２４年７月１２日の洪水による災害に対し、平成２４年度より河川激甚災害対策特別緊急事業により築堤および
河道掘削等を集中的に実施し、浸水被害の軽減を図る。

白川事業区間※１ 白川事業区間※２

立野ダム

小
磧
橋

み
ら
い
大
橋

明
午
橋

くまもと

熊本市

きくよう

菊陽町

おおづ

大津町

あそ

阿蘇市

黒川事業区間※２

： 浸水範囲

①

②

③

④

※１ 実施主体：九州地方整備局
※２ 実施主体：熊本県

14k

15k
16k

17k

（国）白川事業区間

①

②

②

③

③

①

子飼地区の溢水状況
（白川右岸13.8k付近）

宇留毛地区の浸水状況
（白川右岸16.1k付近）

渡鹿地区の溢水状況
（白川左岸16.6k付近）

①

龍田地区の浸水状況
（白川21.0k付近）

③

内牧地区ｌの浸水状況（黒川12.0k付近）

平成26年度 事業内容
（直 轄）築堤、樋管、橋梁改築等
（熊本県）河道掘削、輪中堤、遊水池等

白川事業区間（左岸）（直轄）L=1.6km

白川事業区間（右岸）（直轄）L=3.5km

河川－８

築堤 築堤

河道掘削

▽HWL

事業実施による被害解消
○河道掘削、築堤及び横断工作物の改築などにより流下
能力を確保し、家屋浸水被害を軽減
○なお、立野ダムにより家屋浸水被害を解消
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■事業概要
○場 所 （右岸）熊本県阿蘇郡南阿蘇村

（左岸） 〃 菊池郡大津町（白川水系白川）

○目 的 洪水調節（白川の洪水被害軽減）

○諸 元 堤高；約90m 総貯水容量；約10,100千m3

○経 緯 昭和54年度 実施計画調査着手
昭和58年度 建設事業着手

○事業効果 ダムによる洪水調節を行い、立野ダム下流域の治
水安全度の向上を図る。

◆洪水被害軽減を図る洪水調節専用のダム

■平成２６年度
転流工工事 等

あそぐんみなみあそむら

きくちぐんおおづまち

平成２年７月
洪水

昭和５５年８月
洪水

阿蘇長陽大橋 共用
済み

八 代 海

球磨川

立野ダム

白川

緑川

熊 本 県

立野ダム建設事業

完成イメージ写真

白川

転流工

位置図

転流工とは、ダム本体工事を行うために、一時的に川の
流れを切り替える工事です。

赤字・・・平成２６年度に実施する工事

河川－９

有田川事業区間（大分県）L=7.1km

ひた

日田市

●花月観測所

花月
(基準点)

花月川・有田川河川激甚災害対策特別緊急事業
かげつがわ ありたがわ ひたし

■花月川・有田川河川激甚災害対策特別緊急事業（日田市）

○筑後川水系花月川及び有田川では、平成２４年７月３日の洪水において、２箇所で堤防が決壊したほか、堤防から越
水し、835戸の家屋が浸水するなど甚大な被害が発生。

○平成２４年７月３日の洪水による災害に対し、平成２４年度より河川激甚災害対策特別緊急事業により築堤および河
道掘削、横断工作物の改築等を集中的に実施し、浸水被害の経験を図る。

×

平成26年度 事業内容
（直 轄）築堤、河道掘削、樋管、

橋梁改築等
（大分県）河道掘削、堰改築等

ありたがわ

←有田川

河川－１０

・河道掘削、築堤及び横断工作物の改築に
より、流下能力を確保し、家屋浸水被害を
軽減

事業実施による被害解消

築堤

河道掘削 築堤

▽H.W.L
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山国川床上浸水対策特別緊急事業
やまくにがわ なかつし

■山国川床上浸水対策特別緊急事業（中津市）

○平成24年7月3日及び14日の梅雨前線豪雨により観測史上最高の水位を記録する洪水が発生し、堤防未整備区間からの

溢水により、7月3日の洪水において336戸、7月14日の洪水においては344戸の家屋が浸水する甚大な被害が発生。

○平成２５年度より床上浸水対策特別緊急事業として築堤、河道掘削等及び横断工作物の改築等を行い、家屋の床上浸
水被害の解消を図る。

平成26年度
事業内容：築堤、河道掘削、橋梁改築等

曽木地区

曽木地区

曽木地区
樋田地区

多志田
地区

冠石野
地区

多志田地区

多志田地区

戸原地区

平田地区

戸原地区

小友田地区

柿坂地区

15k
16k

17k

18k

19k

20k

21k

22k

23k 24k

25k

栃木地区7月3日出水時 15k500 耶馬渓橋

平常時 7月14日出水時

19k800 多志田地区

平常時 7月14日出水時

21k800左岸 平田地区

河川－１１

■平成２６年度
本体工事等

■事業概要
○場 所 大分県大分市（大分川水系七瀬川）

○目 的 ・ 洪水調節（大分川、七瀬川の洪水被害軽減）
・ 流水の正常な機能の維持
・ 水道用水の供給

○諸 元 堤高；約92m 総貯水容量；約24,000千m3

○経 緯 昭和53年度 実施計画調査着手
昭和62年度 建設事業着手

○事業効果 ダムによる洪水調節を行い、大分川ダム下流域の治水
安全度の向上を図る。また、下流河川の環境を維持する
ための水量の確保、水道用水の安定した供給を図り、渇
水被害の軽減を図る。

◆洪水被害軽減と安定した水道用水の供給を図るダム

ななせがわ

大分川ダム建設事業

完成イメージ写真

七瀬川

本体工事

七瀬川

締切り堤工事

選択取水設備

大分川ダム

位置図

平成２６年度に実施する工事

大野川

大 分 県
別 府
湾

大分川

番匠川

大分川ダム

河川－１２
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大淀川直轄河川改修事業
や え が わ

■支川八重川改修（宮崎市）

○大淀川支川八重川は宮崎市街部に位置し、空港・大学・病院等が隣接。

○八重川と津屋原沼の合流点は、宮崎市街部で唯一の無堤区間であり、津波・高潮が発生すると大きな浸水被害の恐れ
があるため、堤防や樋管等を整備。

平成２６年度の事業内容
事業内容：築堤（地盤改良） 等

宮崎津波浸水想定（H25.2.13発表、最大クラス）

宮崎空港

宮崎港

津谷原沼

日向灘

宮崎空港

築堤整備

標 準 断 面 図

築堤（地盤改良）

河川－１３

一

ツ

瀬

川

石

崎

川

宮崎港

整備延長 L≒6.9km

かつての広大な砂浜が消失

平成２６年度
実施内容：養浜・埋設護岸 等 一ツ葉有料道路

宮崎市

平成20年（直轄化時）昭和60年

宮崎港

一
ツ
葉
Ｐ
Ａ

一ツ葉ＰＡ

一
ツ
葉
Ｐ
Ａ

宮崎海岸直轄海岸保全施設整備事業 河川－１４

■宮崎海岸直轄海岸保全施設整備事業（宮崎市）
○宮崎海岸は約５０年間で平均約６５ｍ（最大９４ｍ）の砂浜が侵食され、一ツ葉有料道路目前まで浜崖が迫っており、越波被害や重
要幹線道路の流失など、地域経済への影響は甚大となるおそれがある。

○侵食に影響する沿岸漂砂が及ぶ一連の海岸線全体で効果的な対策を講じるため、関係機関と連携して、総合土砂管理の考え方
のもと保全対策を実施。

○検討委員会等における関係者（行政・市民・専門家）の合意のもと、サンドパック工法を埋設護岸として全国初採用。平成２５年度に
引き続き、平成２６年度も侵食が著しい区間について埋設護岸を整備。

サンドパック工法を適用した埋設護岸の整備イメージ（断面）

サンドパック設置状況サンドパック工法イメージ

8



肝属川特定構造物改築事業
きもつきがわ かのやし

■肝属川特定構造物改築事業（鹿屋市）

○肝属川左岸５ｋ４００付近に位置する甫木水門は、昭和４３年に設置後、４０年以上が経過しており、コンクリート
のひび割れ・剥離や強度の低下など、施設の老朽化が進行。

○甫木川の治水安全度も低いため、甫木川の改修に併せ平成２３年度より「特定構造物改築事業」に着手し、緊急的に
水門の改築を実施。

現在の甫木水門

現位置

甫木水門

改築予置

ひび割れが見られる門柱部 コンクリ－ト表面が剥離し
内部の鉄筋が露出腐食

き
も
つ
き
が
わ

肝
属
川→

平成２６年度の事業内容
事業内容：水門改築 等

施工状況（平成２６年３月２０日撮影）

河川－１５

鶴田ダム再開発事業

■事業概要
○場 所 鹿児島県薩摩郡さつま町（川内川水系川内川）

○目 的 洪水調節（川内川の洪水被害軽減）

○諸 元 洪水調節機能の増強（堤体放流設備の増設）

○経 緯 平成19年度 建設事業着手

○事業効果 ダムによる洪水調節機能の増強を行い、鶴田ダム下流
域の治水安全度の向上を図る。

◆既存施設の機能向上を行っているダム

位置図

事業効果

川内川

鶴田ダム

■平成２６年度
放流管設置工事等

完成イメージ

再開発工事現況写真（H26年2月時点）

平成２６年度に実施する工事箇所

増設放流設備
付替発電管

増設減勢工
既設減勢工改造

河川－１６
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道路事業関係
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国道２０２号 周船寺橋架替

■福岡市西区周船寺～福岡市西区周船寺（ 延長０．１ｋｍ）
平成２６年度新規 測量、地質調査、橋梁設計、用地調査に着手。

す せ ん じ

にし す せ ん じ

（
自
）
福
岡
市
西
区
周
船
寺
３
丁
目

ふ
く
お
か

に
し

す

せ
ん

じ

（
至
）
福
岡
市
西
区
周
船
寺
２
丁
目

周船寺橋架替
延長0.1km

す せ ん じ

測量、地質調査、
橋梁設計、用地調査

事業の概要
・全体事業費：約６億円
・平成２６年度事業費

０．２５億円（当初）

至：久留米市

至：北九州市

至：伊万里市

ふ
く
お
か

に
し

す

せ
ん

じ

にし す せ ん じ

道路－１

西九州自動車道 国道４９７号 松浦佐々道路

■長崎県松浦市志佐町～同県北松浦郡佐々町沖田免（延長１９．１ｋｍ）
平成２６年度新規 測量、地質調査に着手。

まつ うら さ ざ

ながさき まつ うら し さ ちょう きたまつうら さ ざ ちょう おき た めん

（
自

）
長

崎

県

松

浦
市

志

佐

町

な
が
さ
き

ま
つ
う
ら

し
さ
ち
ょ
う

松浦佐々道路 延長１９．１ｋｍ
まつうら さ ざ

測量、地質調査

至：伊万里市

至：佐世保市

まつうら

松浦ＩＣ

さ ざ

佐々ＩＣ

ひらどえむかえみくりや

平戸江迎御厨ＩＣ

えむかえしかまち

江迎鹿町ＩＣ

事業の概要
・全体事業費：約８００億円
・平成２６年度事業費

1．０億円（当初）

※未供用のＩＣ名は仮称

な
が
さ
き

き
た
ま
つ
う
ら

さ
ざ
ち
ょ
う

お
き
た
め
ん

（
至

）
長

崎

県

北

松

浦

郡

佐

々

町

沖

田

免

な
が
さ
き

き
た
ま
つ
う
ら

さ
ざ
ち
ょ
う

お
き
た
め
ん

道路－２
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たか え かく ふく

一般国道１０号 高江拡幅
おお いた お し の なか はん だおお いた おし の なかはん だ

■大分県大分市鴛野～同県同市中判田（延長２．８ｋｍ）
平成２６年度新規 測量、道路設計に着手。

208

N

至 佐伯市

測量、道路設計

56

事業の概要
・全体事業費：約８５億円
・平成２６年度事業費

０．５億円（当初）

208

682

623

高江拡幅 延長2.8km
たか え かく ふく

お
お

い
た

け
ん

お
お

い
た

し

お
し

の

(

自)

大
分
県
大
分
市
鴛
野

お
お

い
た

け
ん

お
お

い
た

し

な
か

は
ん

だ

至 別府市

中判田下郡線

至 日田市

５６

  一   般   県   道

凡     例

  高      速

  一   般   国   道
 （直轄改築区間）
  一   般   国   道
 （直轄管理区間）
  一   般   国   道
（直轄管理区間外）

主  要  地  方  道

大分米良IC

大分光吉IC

(
至)
大
分
県
大
分
市
中
判
田

道路－３
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港湾・空港事業関係
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北九州港（新門司地区）複合一貫輸送ターミナル整備事業（水深10m）

■ 事 業 概 要

○目 的 ： 船舶の大型化や航行安全性の向上のため、航路の増深、拡幅浚渫を行うとともに、大規模地震時の輸送拠点となる耐震強化岸壁を整備します。

○期 間 ： 昭和４８年度事業着手、平成２６年度部分完成予定

◆平成２６年度の事業内容

・ 航路、泊地及び岸壁の整備を引き続き実施します。

新門司地区

し ん も じ

岸壁（-10m）完成岸壁(-10m) 完成

泊地(-10m)

航路(-10m)

岸壁(-7.5m) （改良）（耐震）

凡例
整備箇所

北九州港

港空－１

博多港（ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ地区）国際海上ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ整備事業（水深15m）

○目 的 ： 大型船舶の入出港に対応するため、航路・泊地の増深浚渫を行います。

○期 間 ： 平成１８年度事業着手、平成３０年代前半完成予定

◆平成２６年度の事業内容

・ 航路・泊地の整備を引き続き実施します。

■ 事 業 概 要

凡例

整備箇所

アイランドシティ地区

航路・泊地 (-15m)

岸壁 (-15m) 完成

博多港

港空－２
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関門航路開発保全航路整備事業（水深１４ｍ）

■ 事 業 概 要

○目 的 ： 通行船舶の大型化や航行船舶の安全性の向上のため、航路の増深、拡幅を整備します。

○期 間 ：平成３年度事業着手、平成４６年度完成予定

◆平成２６年度の事業内容

・ 航路の増深・拡幅を実施します。また、航路保全のため深浅測量などの業務を実施します。

か ん も ん こ う ろ

南東水道地区

中央水道地区

早鞆瀬戸地区

大瀬戸～六連地区

六連島西側地区

北九州市

下関市

関 門 航 路 凡例
整備箇所

六連島東側地区

関門航路

港空－３

伊万里港（七ツ島地区・久原南・瀬戸地区）整備事業

■ 事 業 概 要

【七ツ島地区】国際物流ターミナル整備事業（水深１３ｍ）

○目 的 ： 岸壁不足による滞船の解消や大型船舶の入出港に対応するため、外貿ターミナルを整備するとともに、港湾関連車輌の

増加にともなう渋滞を緩和し、安全で効率的な輸送ルートを確保するため、臨港道路を整備します。

○期 間 ： 平成３年度事業着手、平成３０年代前半完成予定

◆平成２６年度の事業内容 航路泊地及び道路の整備を引き続き実施します。

い ま り こ う な な つ じ ま

七ツ島地区

瀬戸地区

久原南地区

橋梁

凡例
整備箇所

道路

航路泊地（-13m）

岸壁（-13m）完成

【久原南・瀬戸地区】臨港道路整備事業

く ば ら み な み せ と

○目 的 従来の市街地ルートにおける港湾関連車両の通行による渋滞や沿道環境を改善するため、ふ頭間道路を整備します。

○期 間 昭和６３年度事業着手、平成２６年度完成予定

◆平成２６年度の事業内容 完成に向けて橋梁の整備を実施します。

伊万里港

港空－４
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長崎港（小ヶ倉柳地区）ターミナル再編事業（水深１２ｍ等）

■ 事 業 概 要

○目 的 ： 老朽化が著しく狭隘なターミナルの再編および大規模地震時の輸送拠点となる耐震強化岸壁を整備します。

○期 間 ： 平成１９年度事業着手、平成３０年代前半完成予定

◆平成２６年度の事業内容

・ 岸壁等の整備を引き続き実施します。

こ が く ら や な ぎ

岸壁（-12m）（改良）

岸壁（-10m）完成
＜補助事業＞

岸壁（-7.5m）（改良）（耐震）
＜補助事業＞

小ヶ倉柳地区

凡例
整備箇所

長崎港

港空－５

八代港（外港地区）国際物流ターミナル改良事業（水深１４ｍ）

■ 事 業 概 要

○目 的 ： 既存施設（水深12m岸壁）の水深不足に伴う潮待ちによる入港など非効率な輸送の解消のため、水深１４ｍの外貿ターミナルに改良します。

○期 間 ： 平成１９年度事業着手、平成３０年代前半完成予定

◆平成２６年度の事業内容

・ 航路の整備を引き続き実施します。

が い こ う

岸壁(-14m)(改良)完成

航路(-14m)

泊地(-14m)完成

凡例
整備箇所

外港地区

八代港

港空－６
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海洋環境整備事業

【有明・八代海海域】
○目 的 ： 閉鎖性水域である有明・八代海の海洋汚染を防除し、航行船舶の安全性を向上するとともに海域環境改善に寄与するため、

海洋環境整備船により海洋短波レーダー等を活用した効率的かつ迅速な浮遊ゴミの回収及び海洋環境調査を行います。
○期 間 ： 平成15年度事業着手、事業継続中

◆平成２６年度の事業内容
・引き続き、海洋短波レーダー等を活用した効率的かつ迅速な担務海域の浮遊ゴミ回収及び海洋環境調査を実施します。

■ 事 業 概 要

担務海域図
佐賀県

長崎県

福岡県

鹿児島県

海洋環境整備船・海輝（かいき）

海洋環境整備船・海煌（かいこう）

海洋短波レーダー観測基地局

レーダー機器局舎

レーダーアンテナ

Ｈ２４の九州北部豪雨後に
海輝が諫早沖で回収した流木

海輝回収ゴミの陸揚げ状況海煌による流木回収状況

有明海

橘 湾

八代海

海洋環境整備船による浮遊ゴミの回収実績
(千m3)

(

回
収
量)

(年 度)

港空－７

道路

凡例

整備箇所

田尻地区

中津港（田尻地区）臨港道路整備事業

■ 事 業 概 要

○目 的 ： 港湾関連車両の効率的な輸送を確保するため、臨港道路を整備します。

○期 間 ： 平成２０年度事業着手、平成２６年度完成予定

◆平成２６年度の事業内容

・完成に向けて道路の整備を実施します。

た じ り

中津港

港空－８
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大分港（西大分地区）複合一貫輸送ターミナル改良整備（水深７．５ｍ）

■ 事 業 概 要

○目 的 ： 不安全な航行水域、ふ頭用地不足や岸壁の老朽化対策、さらには大規模地震時の拠点化を図るため、既存フェリーターミナルを改良します。

○期 間 ： 平成２４年度事業着手、平成２０年代後半完成予定

◆平成２６年度の事業内容

・ 岸壁、泊地及び防波堤の整備を引き続き実施します。

西大分地区

西大分地区
防波堤（西A）

航路（-7.5m）（防波堤撤去）

泊地(-7.5m)

岸壁（-7.5m）（改良）（耐震）

防波堤（北）

凡例
整備箇所

大分港

港空－９

細島港（外港地区・白浜地区）整備事業

■ 事 業 概 要
【外港地区】防波堤整備事業

○目 的 ： 入出港船舶の航行安全と港内の静穏度の向上のため、防波堤の延伸を行う。

○期 間 ： 平成１０年度事業着手、平成３２年度完成予定

◆平成２６年度の事業内容 防波堤の整備を引き続き実施します。

し ら は ま

外港地区

白浜地区

凡例
整備箇所

臨港道路
＜補助事業＞

岸壁（-13m）

泊地（-13m）

防波堤（南沖）
防波堤（北沖）
＜交付金＞

○目 的 ： 立地企業の貨物量の増加や船舶の大型化に対応した外貿ターミナルを整備します。

○期 間 ： 平成２３年度事業着手、平成２６年度完成予定

◆平成２６年度の事業内容 完成に向けて岸壁及び泊地の整備を実施します。

【白浜地区】国際物流ターミナル整備事業（水深１３ｍ）

が い こ う

細島港

港空－１０
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鹿児島港（新港区）複合一貫輸送ターミナル改良事業（水深７．５ｍ等）

■ 事 業 概 要

しんこ う く

○目 的 ： 老朽化が著しく狭隘なふ頭の改良ならびに大規模地震時の輸送拠点となる耐震岸壁を整備します。

○期 間 ： 平成２３年度事業着手、平成２７年度完成予定

◆平成２６年度の事業内容

・ 岸壁の整備を引き続き実施します。

凡例
整備箇所

新港区

岸壁（-7.5m)(改良)

鹿児島港

岸壁（-9m)(改良)(耐震)完成

航路・泊地（-9m)

港空－１１

志布志港（新若浜地区）国際物流ターミナル整備事業（水深１４ｍ）

■ 事 業 概 要

○目 的 ： 入港船舶の安全と港内の静穏度を確保するために防波堤の延伸を行う。

○期 間 ： 平成７年度事業着手、平成３１年度完成予定

◆平成２６年度の事業内容

・ 防波堤の整備を引き続き実施します。

しぶし こ う しんわかはま

志布志港

防波堤(沖) 凡例
整備箇所

新若浜地区

若浜地区

港空－１２
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指宿港海岸 直轄海岸保全施設整備事業 【新規】

■ 事 業 概 要

○目 的 ：砂浜の著しい侵食及び既存護岸の老朽化により、基礎部からの土砂吸い出しによる背後道路の陥没、台風等の高波・高潮による背後家屋への浸水

被害及び飛砂被害が発生していることから、背後地域の人命・財産を災害から防護するため、侵食対策として離岸堤、養浜等の整備を実施します。

○期 間 ： 平成２６年度事業着手、平成３５年度完成予定

◆平成２６年度の事業内容

・ 事業実施に必要な現地の土質調査等を実施します。

い ぶ す き こ う か い が ん

指宿港海岸

防護面積：約33ha
防護人口：約930人

湯の浜地区

薩
摩
半
島

大
隅
半
島

鹿
児
島
湾

（
錦
江
湾
）

指宿港海岸

離岸堤（改良）

突堤

護岸（改良）

養浜

浸水想定区域

凡例
整備箇所

港空－１３

下関港海岸 直轄海岸保全施設整備事業

■ 事 業 概 要

【長府・壇ノ浦地区】 老朽化が著しく天端高も不足していることから台風時の越波により毎年被害を受けています。特に平成１１年台風１８号、

平成１６年台風１８号では、背後道路の通行止め等大きな被害を受けたため、道路事業と海岸事業と連携して、護岸の改良を行います。

【山陽地区】 既設護岸が昭和４０年代に築造され、過去に台風による浸水被害が発生している中、特に平成１１年の台風１８号で甚大な被害を被ったため、

護岸の改良を行います。

○期 間 ： 平成２０年度事業着手、平成２９年度完成予定

し も の せ き こ う か い が ん

長府・壇ノ浦地区

山陽地区

撮影：平成２２年７月

凡例
整備箇所

平成１６年 台風１８号
被災状況

平成１１年 台風１８号
被災状況

◆平成２６年度の事業内容
・海岸保全施設（護岸等）の整備を実施します。

下関港海岸

港空－１４
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福岡空港整備事業

■平成２６年度の事業内容

○誘導路改良
航空機の安全運航を維持するため、老朽化した舗装を改良します。

○調節池（洪水対策）整備
洪水による空港への浸水を防ぐため、調節池を整備します。

○耐震対策
大規模地震による被災時に空港に求められる機能を果たすため、滑走路の耐震化を実施します。

○駐車場改良
国際線ターミナル地域駐車場内の障害者用駐車施設にルーフ（屋根）等を整備します。

○国内線ターミナル地域再編整備（エプロン前面誘導路の二重化等）
国内線ターミナル地域再編のため、構内道路の改良やエプロンの拡幅等を実施します。

○滑走路増設関係調査
福岡空港の抜本的な空港能力向上のため、滑走路増設に係る環境影響評価の手続きを実施します。

福岡空港

国内線ターミナル地域

国際線ターミナル地域

誘導路改良

調節池（洪水対策）

駐車場改良

国内線ターミナル地域再編

耐震対策

凡例
整備箇所

港空－１５
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都市・住宅事業関係
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都市公園事業（海の中道海浜公園）

■北部九州の広域的レクリエーション需要に対応した整備

○本公園は、北部九州の広域的レクリエーション需要に対応するために整備を進めている国営公園。
○現在まで約２９４haが供用中。
○引き続き、子供の広場の整備や森の池の整備等を行うことで、レクリエーション需要への対応の充実や環境
学習の場の提供を図る。

子どもの広場の整備ライフライン等の更新

水遊び広場の再整備

森の池の園路整備

【事業内容】
○平成26年度 （継続）
○完成予定 （平成30年度以降）
○平成26年度事業費 （1,912百万円）
○実施内容

子供の広場の整備、水遊び広場の再整備、森の
池の園路整備、ライフライン等の更新

都住－１

都市公園事業（国営吉野ヶ里歴史公園）

古代の森の植栽

■我が国固有の優れた文化的資産の保存及び活用

○本公園は、吉野ヶ里遺跡の保存及び活用を図るために設置された国営公園。
○周辺には、国営公園と一体となって歴史公園としての機能充実を図るため県立公園の整備が進められてい

る。（現在まで国営公園が約５１ha、県立公園が約３１ha供用中）
○引き続き、古代の森の整備を行うことで、弥生時代の雰囲気や生活感を実感できる場の提供を図る。

復元建物・木柵の更新

【事業内容】
○平成26年度 （継続）
○完成予定 （平成27年度）
○平成26年度事業費 （602百万円）
○実施内容
古代の森の植栽、復元建物・木柵の更新

都住－２
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官庁営繕事業関係
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志布志港湾合同庁舎津波事業

■ 事 業 概 要

○目 的 自家発電設備を移設し，津波発生時における防災拠点としての機能維持と行政機能の早期回復を図る。
○規 模 等 平成２６年度事業着手 平成２６年度完成 全体事業費 ０．６億円
○場 所 鹿児島県志布志市志布志町
○建物規模 ＲＣ－３ １，６１２㎡

◆平成２６年度の事業内容 【平成２６年度事業費 ０．６億円】 庁舎津波対策の設計及び工事

志布志港

志布志港湾合同庁舎

入居する官署
海上保安庁第十管区海上保安本部志布志海上保安署
財務省長崎税関鹿児島税関支署志布志出張所
農林水産省門司植物防疫所福岡支所志布志出張所
厚生労働省福岡検疫所志布志出張所

営繕－１
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